
２大センサスの統計データ

　今年は、わが国で最も主要な統計調査である「国勢調
査（平成22年）」及び「経済センサス（平成21年基礎調
査）」の集計結果が公表されました。
　この２大センサスの主要な統計データを表やグラフ
にまとめるとともに、視覚的に把握できるよう、地図情
報システム（ＧＩＳ）を用いて市域図上に表示しました。



（各月10月1日現在）

（平成22年10月1日現在）

1 平成22年国勢調査基礎データ

●川崎市の人口の推移ー市の人口は引き続き増加ー

●区別に見る人口ー人口・世帯数ともに中原区が最も多いー

データ
チェック

　平成22年国勢調査の結果を見ると、川崎市の総人口は142万5,512人とな
っており、前回の平成17年国勢調査結果と比べて9万8,501人（7.4％）増加し

ています。また、昭和45年以降の推移を見ると市の人口は増加を続けています。

データ
チェック

　区別の人口を見ると、中
原区が23万3,925人と最

も多く、次いで宮前区21万8,867人、
高津区21万7,360人、川崎区21万
7,328人の順となっています。
　また、前回の平成17年国勢調査以降
の人口増加数を見ると中原区が2万
3,382人と最も多く、次いで麻生区1
万6,825人、高津区1万5,568人、川崎
区1万3,524人、宮前区1万972人、幸
区9,725人、多摩区8,505人の順とな
っており、全ての区で増加しています。
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●人口増加率の大都市比較ー川崎市は大都市で第1位ー

●年齢（3区分）別人口の大都市比較ー平均年齢は大都市で最も低いー

データ
チェック 〔人口増加率〕

　前回の平成17年国勢
調査以降、5年間の人口増加率を大
都市で比較すると、川崎市は7.4％
と最も高く、次いで東京都区部5.4
％、福岡市4.5%、千葉市4.0%、さ
いたま市3.9%の順となっています。
また、人口増減数では川崎市は9万
8,501人の増加となっており、東京
都区部、横浜市に次いで第3位とな
っています。

〔年齢（3区分）別人口〕
　年齢（3区分）別人口割合を見ると、
川崎市は15歳未満（年少）人口割合
が総人口の13.1%、15～64歳（生
産年齢）人口割合が70.0%、65歳
以上（老年）人口割合が16.8%とな
っており、生産年齢人口割合は大都
市で最も高くなっています。
　また、平均年齢は41.5歳と大都
市で最も低くなっています。

順位 都市名 増減数
増加率
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平均年齢



2 町丁別に見る人口増加率

●人口増加率の高い町丁－前回調査以降、最も高いのは川崎区小田栄2丁目－

順　位 区 町　丁
平成22年
人口

平成17年
人口 増加数 増加率（％）

（各年10月1日現在）

平成22年国勢調査結果速報
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　前回の平成17年国勢調査以降、5年間における町丁別の人口増加率は、川崎区小
田栄2丁目が56816.7％と最も高く、次いで中原区新丸子東3丁目の1764.0％、

川崎区大師河原1丁目の1133.3％、幸区堀川町の748.7％、麻生区万福寺及び万福寺2～6丁
目区域の336.3％の順となっています。
　また、人口増加数では、麻生区万福寺及び万福寺2～6丁目区域が5,748人と最も多く、次い
で中原区中丸子の5,280人、麻生区黒川及びはるひ野1～5丁目区域の4,275人、中原区新丸
子東3丁目の4,269人、宮前区犬蔵2丁目の4,150人の順となっています。これらの町丁では、
再開発に伴う大規模なマンション建設や宅地造成が人口の大幅な増加に影響したと考えられ
ます。

小 田 栄 2 丁 目

新 丸 子 東 3 丁 目

大 師 河 原 1 丁 目

堀 川 町

万福寺及び万福寺2～6丁目

東 三 田 3 丁 目

水 沢 2 丁 目

宮 崎 4 丁 目

久 地 3 丁 目

中 瀬 3 丁 目

神 明 町 １ 丁 目

今 井 上 町

下 並 木

犬 蔵 2 丁 目

黒川及びはるひ野1～5丁目

富 士 見 1 丁 目

中 幸 町 3 丁 目

中 丸 子

宇 奈 根

白 鳥 3 丁 目

※平成22年人口が100人以上の町丁を集計対象としています。
※平成17年10月1日以降に住居表示が実施された区域については、前回調査との比較において町丁の区域が一致して
いない場合があります。

データ
チェック



※人口増加率の高い町丁の上位10位までは地図に位置を表示しています。

町丁別人口増加率

減少

増加

地図でみる町丁別人口の増減状況



3 町丁別に見る人口密度

　平成22年国勢調査結果速報から1k㎡当たりの人口密度を町丁別に見ると、幸区
新塚越が6万8,171人と最も高く、次いで幸区河原町の4万3,818人、中原区丸子通

1丁目の4万2,491人、幸区中幸町3丁目の4万2,459人、幸区南幸町2丁目の4万730人の順と
なっており、上位5町丁のうち、4町丁が幸区となっています。
　1k㎡当たりの人口密度が2万人を超える町丁は、川崎区51町丁、幸区21町丁、中原区30町丁、
高津区11町丁、宮前区8町丁、多摩区6町丁、麻生区2町丁となっており、市域南部で多く、市域
北部では少なくなっています。
　地図を見ても市域南部で人口密度の高い町丁が多くなっていることが分かります。

データ
チェック

●人口密度の高い町丁－人口密度が最も高いのは幸区新塚越－

順　位 区 町　丁 世帯数 人口 面積
（K㎡）

人口密度
（人/K㎡）

（平成22年10月1日現在）

平成22年国勢調査結果速報

幸 区

幸 区

中 原 区

幸 区

幸 区

川 崎 区

幸 区

中 原 区

幸 区

中 原 区

中 原 区

幸 区

幸 区

川 崎 区

川 崎 区

川 崎 区

中 原 区

中 原 区

幸 区

高 津 区

新 塚 越

河 原 町

丸 子 通 １ 丁 目

中 幸 町 ３ 丁 目

南 幸 町 ２ 丁 目

追 分 町

大 宮 町

新 丸 子 東 １ 丁 目

神 明 町 １ 丁 目

丸 子 通 ２ 丁 目

新 丸 子 東 ３ 丁 目

中 幸 町 ４ 丁 目

塚 越 ４ 丁 目

本 町 １ 丁 目

貝 塚 １ 丁 目

藤 崎 ４ 丁 目

今 井 西 町

新 丸 子 東 ２ 丁 目

戸 手 本 町 ２ 丁 目

新 作 ５ 丁 目

※平成17年10月1日以降に住居表示が実施された区域は、区域内の各町丁の人口・面積を合算し算出しています。



※人口密度の高い町丁の上位10位までは地図に位置を表示しています。

町丁別人口密度

地図でみる町丁別人口密度



4

データ
チェック 　平成22年国勢調査結果速報から町丁別の1世帯当たり人員を見ると、麻生区は

るひ野3丁目が3.38人で最も多く、次いで宮前区宮崎4丁目の3.35人、多摩区菅仙
谷3丁目の3.08人の順となっています。また、1世帯当たり人員が最も少ないのは川崎区夜光1
丁目の1.14人で、次いで川崎区堀之内町の1.32人、川崎区本町1丁目の1.35人の順となってお
り、上位10町丁のうち7町丁を川崎区が占めています。

※1世帯当たり人員の多い町丁及び少ない町丁のそれぞれ上位3位までは地図に位置を表示しています。
※世帯数が50世帯以上の町丁を集計対象としています。また、棟ごとにまとめて1世帯とされる社会施設
　等のうち1世帯30人以上の世帯を除いて集計しています。

麻生区はるひ野3丁目（3.38人）

多摩区菅仙谷3丁目（3.08人）

川崎区本町
1丁目（1.35人）

川崎区堀之内町
（1.32人）

川崎区夜光
1丁目（1.14人）

宮前区宮崎
4丁目（3.35人）

町丁別
1世帯当たり人員

1世帯当たり人員の少ない町丁
川崎区夜光1丁目
川崎区堀之内町
川崎区本町1丁目
川崎区砂子2丁目
麻生区上麻生1丁目
川崎区小川町
川崎区砂子1丁目
川崎区宮本町
中原区新城5丁目
中原区木月1丁目

1世帯当たり人員の多い町丁
麻生区はるひ野3丁目
宮前区宮崎4丁目
多摩区菅仙谷3丁目
宮前区水沢2丁目
麻生区向原2丁目
麻生区はるひ野2丁目
麻生区はるひ野5丁目
麻生区はるひ野1丁目
川崎区小田栄2丁目
麻生区栗木1丁目

町丁別に見る１世帯当たり人員 平成22年国勢調査
結果速報



データ
チェック 　平成21年経済センサス-基礎調査から産業大分類別従業者数を見ると、全市で

は「製造業」従業者が最も多く、次いで「卸売業、小売業」、「宿泊業、飲食サービス
業」、「医療、福祉」の順となっています。
　区別では川崎区、幸区、中原区、高津区で「製造業」従業者が最も多く、宮前区、多摩区、麻生
区で「卸売業、小売業」従業者が最も多くなっています。

区別に見る産業別従業者数 平成21年経済センサスー基礎調査

●全市では「製造業」従業者が最も多い

5

（7月1日現在）

産業大分類別 全市 川崎区 幸区 中原区 高津区 宮前区 多摩区 麻生区

総 数

製 造 業

卸 売 業 、小 売 業

宿泊業、飲食サービス業

医 療 、 福 祉

サ ー ビ ス 業

運 輸 業 、郵 便 業

建 設 業

情 報 通 信 業

上 記 以 外 の 産 業

（他に分類されないもの）

区別産業別従業者割合



データ
チェック

　平成21年経済センサスー基礎調査から1k㎡当たりの従業者密度を町丁別に見
ると、川崎区砂子2丁目が9万5,679人と最も高く、次いで川崎区砂子1丁目の8万

9,110人、川崎区駅前本町の8万7,529人、中原区上小田中4丁目の7万5,464人、川崎区東田
町の7万3,871人の順となっており、上位5町丁のうち4町丁が川崎区となっています。
　なお、従業者数で見ると、幸区堀川町が1万4,866人と最も多く、次いで中原区上小田中4丁
目の1万3,684人、多摩区登戸の1万3,259人、川崎区駅前本町の1万2,939人、中原区下沼部
の1万1,883人の順となっており、この5町丁で従業者数が1万人を超えています。

※従業者密度の多い町丁の上位5位までは地図に位置を表示しています。

※平成17年10月1日以降に住居表示が実施された区域は区域内の各町丁の面積・従業者数を合算し
算出しています。

従業者密度の高い町丁（人/k㎡）
川崎区砂子2丁目
川崎区砂子1丁目
川崎区駅前本町
中原区上小田中4丁目
川崎区東田町
幸区堀川町
麻生区上麻生1丁目
高津区溝口1丁目
麻生区万福寺1丁目
幸区大宮町

平成21年経済センサスー基礎調査6 町丁別に見る従業者密度

（参考）従業者数の多い町丁（人）
幸区堀川町
中原区上小田中4丁目
多摩区登戸
川崎区駅前本町
中原区下沼部
幸区小向東芝町
川崎区日進町
麻生区上麻生1丁目
川崎区東扇島
川崎区浮島町

町丁別従業者密度
※1k㎡当たり
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